




Living Conditions of the Elderly at Dowa -Areas in Osaka City 




























































































'‘ 1/2幅 '‘ 1/2刷
50 5. 57 50 4. 79 
55 ‘s 4. 07 55 45 4. 77 
60 ‘。 4. 00 60 40 4. 69 
65 36 8. 90 65 85 4. 57 
70 30 3. 74 70 30 4. 39 
75 25 3. 54 75 25 4. 15 
80 20 3. 27 80 20 3. 83 
85 15 2. 92 85 15 3. 42 
90 10 2. 45 90 10 2. 87 




























































①性 B~ リj 女 針
同和地区 4 0.2 59.8 100.0 
大阪市 41.9 58.1 100.0 
老
大阪謝市) 人 (55年国 43.2 56.8 100.0 
個
人 ②年由自階層別 60 - 64 65 - 69 70 - 74 75 - 79 80 - 84 85 - 89 90以上 !t 
の 向 和地区 31.6 29.9 19.3 11.6 5.9 0.8 0.9 100.0 
基 大阪市 27.0 2e.8 19.4 14.4 7.2 2.2 1.0 100.0 
本 (大55阪市 28.5 28.5 20.1 13.1 6.5 2.4 0.3 100.0 
属 年園調
性
③巌 終学1M 不 gt学 小学授卒 高等小皐 中等学綬tI'- 噂門学綬tI'- 大学卒 不 明 Jt 
伝]拘地区 21.0 39.9 27.3 8.3 1.5 0.4 1.6 100.0 
大阪市 3.3 25.6 34.5 27.0 5.5 2.9 1.2 100.0 
①出生地 混在地
同じ区内
大阪市 大阪府 近 • 西日本以遠 不 明 Jt 別在 地
同和地区 27.7 17.8 5.1 16.8 31.8 0.8 100.0 
大阪市 4.1 4.3 20.6 7.2 23.7 39.6 0.5 100.0 
⑤世裕人民 1 人 2 人 2 人 4 人 5 人 6人以上 不 明 計
老 同和地区 26.5 34.4 14目4 9.5 9.2 6.8 0.2 100.0 
人
T 
大阪市 13.9 31.8 18.9 9.1 11.5 14.1 0.7 100.0 
有
す⑥世代 数 l世代 2世代 3世代 4世代 不 明 計
主 同和地区 46.6 35.7 17.7 。 。 100.0 
司監 大阪市 41.0 28.0 28.9 1.4 0.7 100.0 
の
状
老l人人以有外業 老以人上以外有2業人 老人以外イI2人況 ①世 司官業態 無 業 老人 l人有業 以上 ，l; 不 明 計
同和地区 H4.7 17.0 21.3 15.4 11.6 υ.0 100.0 
大阪市 21.8 15.3 19.1 29.9 13.2 0.7 100.0 
⑥住宅形怨 持 望E 俗 家( 1戸fごて〉 公営住宅 民間の長屋 そ賃貸の住他宅 その他 不 明 計
同如地区 22.9 2.8 46.2 15.8 7.1 5.0 U.2 100.0 
大阪市 62.6 9.3 2.4 8.1 14.3 2.3 1.0 100.0 
住@部屋数 l 室 2 室 3 百量 4 室 5-6古屋 H匡以上 不 明 計
同和地区 8.8 31.2 39.8 12.3 10.1 2.6 0.2 100.0 
大阪市 5.7 10.5 15.1 23.4 28.1 16.2 1.0 100.0 
居 ⑩備住吉設備ロ日a ある '"い 不 明 計
台同-III地区 98.8 1.2 0.0 100.0 
の所 大殿市 96.1 2.9 1.0 100.0 
便 同如地区 96.0 4.0 。 100.0 
所 大阪市 92.8 6.2 1.0 100.0 
状 俗そう 同宇目地区 20.6 79.4 0.0 100.0 
大阪市 58.4 4 O. 9 0.7 10 O. 0 
況 電話 同拘地区 84.4 14.9 0.7 100.0 
大阪市 91.8 7.7 1.0 100.0 
テ 同和地区 96.5 3.5 。 100.0 
レピ
大阪市 97.1 2.2 0.1 100.0 」
詰向和地区 96.0 4.0 0.0 100.0 
大阪市 96.8 2.2 1.0 100.0 
⑪健康状態 非常に鍵邸 普 通 弱 も、
病気で長〈 不 叩j 計抱ている
阿和地区 18.8 32.4 45.1 3.5 0.2 100.0 
大阪市 4 0.2 38.3 17.9 3.6 0.0 100.0 
(3) 
-324- 社会福祉乍
⑫自覚鐙状 いつも ときどき 4正 し 不明 針
健
頭 同和地区 21.8 15.3 62.5 0.4 100.0 
痛 大阪市 6.2 15.6 17.7 0.5 100.0 
ι 同拘地区 47.7 21.2 30.7 0.4 100.0 
康 り大阪市 14.1 29.7 55.7 0.5 100.0 
めま 同和地区 13.4 16.7 69.5 0.4 100.0 
、 大阪市 2.2 16.0 81.3 0.5 100.0 
状 耳嶋り
同和地区 13.6 10.0 76.0 0.4 100.0 
大阪市 3.8 10.8 84.7 0.7 100.0 
駒し 同狗地区 14.4 15.9 69.3 0.4 100.0 
苦手、 大阪市 3.6 14.4 81.5 0.5 100.0 
品同和地区 29.0 21.4 48.7 0.9 100.0 
大阪市 12.2 24.6 60.8 2.4 100.0 
。み〈 同和旭区 8.5 11.9 19.2 0.4 100.0 
医
大阪市 2.9 14.4 82.0 0.7 100.0 
高E警E 同和地区 :¥8.1 12.3 49.2 0.4 100.0 
大阪市 22.2 15.6 61.2 1.0 100.0 
' のか 同和地区 26.9 10.4 62.3 0.4 100.0 
のどわき大阪市 9.8 10.0 79.7 0.5 10 O. 0 
お 周和地区 3.6 6.8 89.2 0.4 100.0 
でき 大阪市 1.4 5.3 92.8 0.5 100.0 
ADL パ利ス ・用地可下鉄 近所まで外出 J(の前まで 組きるがあまり 寝fこり起 寝たきり 不 明 計⑬ 総合判断 動か4よい きたり
同和地区 til!日 24.1 I.i L日 1.1 ~.1I 。 1 UU. U 
大阪市 78.3 14.1 2.2 1.7 1.9 1.6 0.2 100.0 
⑬受診経験 ゐ る な ι、 不 明 計
同和地区 81.1 17.6 1.3 100.0 
大阪市 70.5 28.5 1.0 100.0 
⑮医療保険 国民健康保険 徴用(者本保人険〉 厳用者保険 非加入 不 明 計〈家族)
同和地区 40.0 10.4 15.7 2~. b 4.4 100.0 
大阪市 54.8 16.3 22.0 6.7 。7 100.0 
⑧健康 診査 受けた 受け〈よかった 不 明 計
同和地区 31.7 67.9 0.4 100.0 
大阪市 14.4 85.3 0.3 100.0 
⑪就 労
しても、る してい位い
不 明 針っとめ 自営 IJきたい 働きにく ~t 、 .'1'.<い
同和地区 18.8 10.2 10.6 6.2 58.4 0.8 100.0 
大阪市 14.6 21.8 7.2 25.1 29:9 1.4 100.0 
就 ⑮本人の収入 5万禾縄 5 -10万未調 10 -15万 15-禾30讃万 so万以上 不明 計未調
労 同和地区 42.9 22.3 12.3 a.a U. ~ 16.7 1 UU.O 
大阪市 32.9 18.7 8.6 10.0 9.0 20.8 100.0 
と
⑩蹴Ilf収入 5万未湖 5-10万禾猶 10 -15万 15 -20万 20-50万 ω万以上 不 明 計未満 未満 未満経 同和地区 19.4 19.9 10.4 16.1 13.2 1.9 19.1 100.0 
済
大阪市 4.5 10.3 7.4 7.4 20.2 8.3 41.9 100.0 
状 @生活保護 受けている 受けていない 不 明 針
同和地区 19.4 77.5 3.1 100.0 
況 大阪市 3.6 95.2 1.2 100.0 
@崎別居 同 居 lO 思 不 明 計チとも正し 10分以内 1時間以内 時間以上 ィ、 明
同 同和地区 50.6 0.2 100.0 9.8 18.0 12.7 8.7 0.0 
別





@毒Jタ・と の室利用 よく利用 時々 利用 利用なし
!J: Irtl和地区 17.6 14.4 68.0 
会
大阪市 5.0 4.5 89.5 
活 パス ・ 毎 週 2-3回 組 l回@鉄下鉄利用 日
Ib 同和地保 7.2 t 1.0 6.8 
大阪市 8.9 7.7 12.0 
@生きがい いつも感じる 時々 感じる ほとんど感じ4よい
生 I~ 和地区 28.6 33.1 18.9 
活 大阪市 27.8 32.7 17.7 
怠
• @老人 像 55才 60才 65才
同和地区 1.3 22.7 22.4 


































不 明 :t 
0.0 t 00.0 
1.0 t 00.0 
Fl2-3回 月 l図 利用なし 不 明 計
14.0 11.2 49.4 0.4 100.0 
21.5 12.2 86.7 1.0 100.0 







7.6 2.1 100.0 




4.2 22.3 2.7 100.0 
























































































































































































































































































































~ 健康 受診 医療 鎚!.li 悶 セ~- 1<ス・本人 生き 出生 AIl終 ADL 世繕 世代 世傍 住宅 ま~!a性別 年齢 畠t労 憩の 地下 の 総合 の家 鉄状態 経験 保険 ~査 l!1]居 利用 利用 収入 ;b; ~、 地 学四重 判断 人貝 数 業餓 鍾頬 数 収入 l
性 glJ '* 
年 齢 ※ 
蝕 !.li 状 態 。 5普
号E -世. 経 験 ロ 。ロ '* 
医 副主 保 険 。ロ 。口 。口 。 '* 
健 !.li v 普 査 。 ロ 。 首F
at 労 。ロ 。ロ 。ロ ロ。ロ 。 苛長
同 8U 居 ロ ロ ロ '* センター ・憩の家利用 。 ロ 。 。ロ 。 。 '* 
パス 地ー下鉄利用 ロ ロ。ロ 。。ロ 。ロ '* 本 人の収入 。ロ ロ。ロ 。ロ ロ 。ロ :>.< 
't き 舟1 L、 ロ 。ロ ロ 。 。ロ 。 。ロ 話F
出 生 地 ロ 。 0ロ '* 
厳 終 学 歴 。ロ 。ロ 。 0口 。口 口。口 0ロ。ロ 事長
A D L総合判断 。ロ 。ロ 。ロ ロ。ロ ロ。ロ ロ。 。ロ 。ロ 。ロ 。ロ '* 
世 4持 人 貝 。ロ 。 。 。 。ロ 。ロ ロ 0ロ ロ ロ ロ '* 
世 It 数 。 。ロ 0ロ 0ロ。ロ。 ロ ロ 0ロ ロ ロ ロ 。ロ ヲ長
i止 t静 業 飯 。ロ 。ロ 0ロ 0ロ。ロ 。 。ロ 。ロ 。 ロ。ロ。ロ ロ ロ 。ロ 。ロ 。口 '* 
住宅の 極頬 ロ ロ 。 。ロ 。 ロ 。 。ロ 。ロ ロ 。ロ 。ロ 。。 i活4
部 3生 数 。 。ロ 。ロ 。ロ ロ ロ。ロ ロ 。ロ 。ロ 。ロ 。ロ ※ 









ロ。同和地区~人凋貨で l ~ 以下の危険寧で有志向和地区老人調夜でS帰以 Fの危険率で有意
。。


































































































































11:世名 カテゴ Jー 番号
A 









• • > 1E 
E 1 してL、る
且 " Z していないF 
21 i同~J属闘 闘厨
G 
l いつ利しも用利な用い~ ンt - ー 28 時利用々
.のま利用
H 1 タ週・略2-8画以画上パス 地下骸刷用 2. ~ I-月し l ぐらい
S 幽匂
I 1. 1 0万円以上
本人の収入 2a sS~万円1禾0万鍵円未調
J 1 いつも
生 き がい 2 時々
S 全くt，し
K 21 58 人~以4上人世裕 人 員
8. 1-2人
L 
283 現大大阪在府の埠内以E遺出 f主 組
M 
S21 申小不学低・綬高学小思a以F上.憶 学 睡
N 
281 321 世f刊t 以上信 !t I!: 
住0 宅の 圃姻 21 待公費ZRS庄司包
8 その他の借家
P l. 5雀以上宣貨





































































































豊 池 吹 高茨 箕 島 能 豊 i¥ 寓 型量 大羽 東 貝 泉 和 泉 大
施策の名弥 回 E量 曳大 堺 佐 岬
中 回 国 槻 木 面 本 勢 能 尾 林 }I 東野 阪 塚 野 泉 南 阪
ねたき り老人見舞金 。。。。。 。。。。。。。。。010 。。。。
ねたきり老人見舞品支給 。。
敬 老 祝 金 。 。。。。。 。。。
老 人 医 療 費 助 成 。 。。 。。。
老 人 入 浴 料 助 成 。 。。。。 。
老人生活困窮者自立更生資金 。



































































































This article is intended to present the survey results into the living conditions of the ageing at Dowa-areas in Osaka 
city in comparison with those of the ageing in other areas of the city_ 
The analyses of the results were carried out in the folowing three stages_ 
(1) Comparative table presentations of the percentage distributions of variables of various categories. such as a) 
basic attributes of the ageing. b) basic attributes of their households. c) their housing conditions. d) their health 
conditions. e) their job opportunities and incomes. f) their family relationships and social activities. and g) their 
attitude towards own lives 
(2) Comparative table presentation of the degrees of signigicance of associations between variables. using critical 
values of chisquare 
(3) Multi-variate analysis of variables among the Dowa-area ageing group. using the third Hayashi statistical method 
Major findings of this study are as follows 
(1) The living conditions of the ageing at Dowa-areas are in a situation of relative deprivation. It is es問cially
evident in low lovel of educational attainment. poor health conditions. unfavourable living arrangements with 
their children. smaller living space in terms of the number of rooms. lower monthly incomes of their own and 
their households. 
(2) Another characteristic of the ageing at Dowa areas is segregation. Most of these ageing people. more than half 
。fthem. were found to have been born in those same areas 
(3) The ageing in these areas are more dependent on primary health care services and day守carecentres provided 
by the city Government 
The r∞t-causes of this relative deprivation and segregation can easily be traced back to historical discrimination of 
Buraku people. 
Those findings suggest that there is a genuine need for governments concerned to establish more a伍rmatlvese・
rivces for the ageing in these areas 
( 14 ) 
